
























































































































































































































































































任じられたのが延長八年（九三〇）で、都に着いたのは承平五年（九三五）であり、国守としても長い約六年の間、都 離れた遠国の地にいたということになる。 の六年間の間に、醍醐天皇が延長八年（九三〇）九月二十九日に、宇多法皇が翌年の承平元年（九三一）七月十九日 崩御された。またその二年後の承平三年（九三三）二月十八日に藤原兼輔が薨去している。つまり、紀貫之の才を認めていた三人が、紀貫之が都を離れている中で世を去っている。
　先学も述べているように、この紀貫之の理解者達の死は、紀貫之にとって大きな衝撃であったと推するのに難くない。し
かしそれだけに終わるものではなかったのではないだろうか。
　この訃報は遠国土佐で知 のである。国風文化 礎を築き、さらにそれを確立した天皇・法皇がお隠れになった も関




















注記（注１） 　講義の底本とした青𧮾書屋本（新典社影印叢書『土左日記』 ）には、 『土左日記』とあるため、本稿ではそのまま表記を踏襲した。（注２） 　二松学舎大学論集
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（注４） 　東原伸明『土左 記虚構論︱初期散文学 生成と国風文化』 （武蔵野書院・二〇一五、六 七）（注５） 　なお、既知のとおり『土左日記』は、平安期成立の文学作品とし は貴重な、作者紀貫之自筆本に準じるとするテクストの青𧮾書屋本が存ずる。そのため
本講義でも、この青𧮾書屋本を底本とし 引用テクストは、底本とした青𧮾書屋本を翻刻校訂したものとする。
（注６） 　萩谷朴『土左日記全注釈』 （角川書店・一九九〇、九、二）（注７） 　ここでの「翁」 「専女」は老人・老女として解することが多い。また、そ 船の中でこの 人を示す は前国守及びそ 妻と 解釈もある。ただし明ら
ではない。あくまでも、 「翁と専女」で一対 ここでは使用されていると見ることはできる。
（注８） 　受講者である大村美紗・矢崎麻由・高木究と もに 講義内における『土左日記』各記日の発表等を通し 、作品の構成には、読むべき人が読めば、理解
しうるといった、紀貫之コードがはりめぐらされ、 「紀氏の回生」を暗示させる側面を持っていたという試見を見い出した。 。
